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前
 
言

 
杜
翌
春
は
、
不
思
議
な
老
人
に
よ
っ
て
二
度
に
渉
っ
て
膨
大
な
援
助
を

受
け
た
が
、
そ
の
尽
く
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
老
人
は
、
三
度
目
の
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る
。
老
人
の
恩
義
に
感
じ

た
子
春
は
、
な
す
べ
き
事
を
し
終
え
た
後
は
、
老
人
の
指
図
に
従
う
こ
と

を
申
し
出
る
。

 
こ
の
三
度
目
の
援
助
に
よ
っ
て
、
浮
き
世
の
義
理
を
全
て
果
た
し
た
杜

子
春
は
、
約
束
し
た
七
月
十
五
日
、
老
子
廟
で
老
人
と
再
会
し
、
彼
に
従
っ

て
、
華
山
雲
台
峰
に
登
る
。
そ
こ
に
は
、
一
軒
の
邸
が
あ
り
、
中
に
九
尺

と
い
う
並
は
ず
れ
て
巨
大
な
薬
炉
、
す
な
わ
ち
仙
薬
を
精
錬
す
る
為
の
炉

が
据
え
ら
れ
、
そ
の
周
り
に
は
九
人
の
仙
女
が
立
ち
、
青
龍
と
白
虎
が
分

か
れ
て
控
え
て
い
た
。

 
老
人
は
、
こ
の
時
、
俗
耳
を
脱
ぎ
去
り
、
道
士
の
扮
装
に
身
を
包
ん
で

い
た
。
老
人
は
、
子
春
に
白
石
三
丸
と
酒
一
杯
を
与
え
る
と
速
や
か
に
ご

苗
日土

子

れ
を
飲
む
よ
う
に
促
す
の
で
あ
っ
た
…
。

日禾

男

 
こ
の
場
面
か
ら
、
杜
子
春
は
仙
薬
完
成
の
た
め
の
沈
黙
の
業
を
課
せ
ら
れ
、

様
々
な
苦
難
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
 
 
勾

と
な
っ
た
の
は
、
「
白
石
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
と
言
う
点
で
あ
っ
 
σ

た
。 

 
 
 
 
一

 
従
来
の
注
釈
書
で
は
、
こ
の
「
白
石
」
に
つ
い
て
、

①
白
い
石
の
よ
う
な
丸
薬
一
前
野
直
彬
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
』
(
中

 
国
古
典
文
学
全
集
6
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
同
『
得
代
伝
奇
集
』

 
2
(
東
洋
文
庫
1
6
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
)
、
同
『
六
朝
・
唐
・
宋

 
小
説
選
(
中
国
古
典
文
学
大
系
2
0
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
)
、
内
田
泉

 
之
助
・
乾
一
夫
『
唐
代
伝
奇
』
(
新
釈
漢
文
大
系
4
4
、
明
治
書
院
、
一



 
 
九
七
一
年
)
、
高
橋
稔
・
西
岡
晴
彦
『
六
朝
・
唐
小
説
集
』
(
中
国
の
古

 
 
典
3
2
、
学
習
研
究
杜
、
一
九
八
二
年
)
な
ど
。

 
②
白
い
石
の
丸
薬
u
今
村
与
志
雄
『
唐
宋
伝
奇
集
』
下
(
岩
波
書
店
、
一

 
 
九
八
八
年
)
な
ど
。

 
③
白
い
石
 
鈴
木
彦
次
郎
注
・
川
端
康
成
訳
『
唐
事
小
説
』
(
『
支
那
文
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホ
 
 
 
 
ふ
け
い
い
く

 
 
大
観
』
八
、
同
刊
行
会
編
、
一
九
二
六
年
、
傅
継
酸
選
訳
『
唐
戸
小
説

 
 
選
訳
』
(
中
国
古
代
文
言
小
説
選
訳
叢
書
、
上
海
軍
籍
出
版
社
、
一
九

 
 
八
七
年
)
、
蘇
道
明
選
訳
『
玄
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
(
歴
代
筆
記
小
説
選

 
 
訳
、
漸
江
本
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
、
金
文
京
『
中
国
小
説
選
』

 
 
(
鑑
賞
中
国
の
古
典
2
3
、
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
)
、
陸
所
ほ
か
『
白

 
 
話
太
平
広
記
』
(
北
京
豊
山
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
、
高
光
ほ
か
『
文

 
 
白
対
照
全
訳
太
平
広
記
』
(
天
津
古
墨
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
な
ど
。

と
す
る
三
つ
の
説
が
あ
っ
た
。

 
三
丸
の
「
丸
」
と
は
、
小
さ
く
て
丸
い
も
の
を
数
え
る
助
数
詞
(
中
国
風

に
言
う
な
ら
量
詞
)
。
今
村
訳
を
は
じ
め
、
邦
人
の
注
釈
の
大
半
が
そ
れ
を

「
薬
」
と
絡
め
て
考
え
る
の
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
仙
人
王
喬
、
奉
薬
一
丸
(
「
善
哉
行
」
〔
北
宋
、
郭
艶
情
『
楽
府
詩
集
』

 
 
三
六
、
相
和
歌
辞
十
一
、
返
辞
所
収
。
傍
点
は
、
増
子
。
以
下
同
)

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
前
有
三
丸
薬
可
取
服
忌
(
『
南
史
』
列
伝
巻
巻
七
三
「
孝
義
上
・
丘
傑

 
 
伝
」
。
)

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
服
如
麻
子
三
丸
(
晋
葛
洪
『
抱
朴
子
』
「
金
丹
」
巻
四
)

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
賜
以
神
薬
三
丸
、
服
之
便
不
飢
渇
、
無
所
思
欲
(
『
太
平
広
記
』
四
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
 
そ
 
 
 
け
ん
い
 
き

 
 
六
「
謝
允
」
、
出
東
証
・
単
磁
『
頸
異
記
』
)

等
の
よ
う
に
、
丸
な
る
用
語
が
、
丸
薬
を
数
え
る
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
解
釈
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
 
へ

 
「
白
石
の
よ
う
な
丸
薬
」
と
す
べ
き
か
、
「
白
石
(
の
丸
薬
)
」
と
す
べ
き
か
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
っ
た
先
行
論
文
と
し
て
は
、
山
内
春

夫
「
『
白
石
を
煮
る
』
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。

 
同
論
文
で
は
、
中
唐
の
詩
人
で
あ
る
重
応
手
の
「
全
椒
山
中
の
道
士
に
寄

す
」
(
『
全
』
一
八
八
)
を
手
が
か
り
に
、
「
煮
白
石
」
の
意
味
と
そ
の
使
用

目
的
が
考
究
さ
れ
て
い
る
。

○
今
朝
郡
斎
冷

.
 
業
念
山
中
客

 
澗
底
束
荊
薪

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
帰
来
煮
白
石

 
欲
持
一
瓢
酒

 
遠
慰
風
雨
夕

 
落
葉
満
空
山

 
何
処
尋
行
跡

今
朝
 
単
衣
(
郡
の
役
所
)
冷
や
や
か
な
り

た
ち
ま
 
 
お
も

忽
ち
念
ふ
 
山
中
の
客

か
ん
て
い

澗
底
(
谷
底
の
意
)
に
荊
薪
を
束
ね

帰
り
来
た
り
て
 
白
石
を
煮
ん

一
瓢
の
酒
を
持
し
て

遠
く
風
雨
の
夕
べ
を
慰
め
ん
と
欲
す
れ
ど

落
葉
は
空
山
に
満
ち

何
れ
の
処
に
か
 
行
跡
を
尋
ね
ん
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ほ
う
か
ん

 
山
内
論
文
で
は
、
①
晋
・
鞄
襯
の
伝
(
『
上
書
』
九
五
)
、
②
「
太
山
平
和

煮
石
法
」
(
『
雲
笈
七
籔
』
七
一
)
、
③
「
白
石
先
生
伝
」
(
晋
・
葛
洪
『
神
仙

伝
』
二
)
、
④
『
号
音
子
』
(
内
篇
十
五
「
雑
応
篇
」
)
な
ど
の
記
述
を
総
合

し
て
、 

即
ち
「
煮
白
石
」
と
は
、
ま
さ
し
く
身
体
を
強
健
に
し
、
不
老
長
生
を

得
る
薬
石
と
考
え
て
い
た
(
ら
し
い
)
白
い
石
を
、
ま
る
ご
と
喫
す
べ
く
、

薪
火
で
柔
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
説
く
。

 
そ
も
そ
も
、
鉱
物
性
の
物
質
を
食
し
て
、
身
体
を
強
健
に
、
さ
ら
に
は
不

老
長
生
を
得
よ
う
と
い
う
発
想
は
、
先
議
時
代
に
は
既
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 
山
内
論
文
で
は
、
「
白
石
」
を
『
本
草
経
』
巻
二
所
載
の
「
陽
胃
石
一
別

 
ヘ
 
 
へ

名
白
石
」
に
比
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
丸
ご
と
喫
す
る
こ
と
は
、
「
い
か

に
も
虚
構
的
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
道
士
た
ち
が
こ
と
さ
ら
に
白

い
石
を
薬
石
と
し
た
理
由
を
、

①
中
国
で
は
、
黄
金
は
「
石
中
之
精
液
」
(
明
・
葉
子
奇
『
草
木
子
』
巻

 
一
)
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
硬
質
性
と
不
変
性
か
ら
、
こ
れ
を
体
内
に
入

 
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
寿
命
が
延
び
、
不
老
長
生
、
ひ
い
て
は
登
仙
が
可

 
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

②
所
謂
、
陰
陽
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
「
金
」
は
色
彩
で
は
「
白
」
に
配
当

 
さ
れ
て
い
る
(
方
角
は
西
)
。

③
こ
れ
を
根
拠
に
道
士
の
間
に
、
白
い
石
が
含
有
す
る
成
分
と
は
殆
ど
か

 
か
わ
り
な
く
、
仙
薬
た
る
金
が
白
い
石
に
貯
蓄
さ
れ
て
い
る
に
相
違
な

 
い
と
考
え
、
白
い
石
を
薬
石
と
し
て
選
択
し
、
こ
れ
を
喫
す
る
こ
と
を

 
発
想
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
増
子
は
、

概
ね
の
支
持
を
表
明
し
つ
つ
も
、

①
「
杜
三
春
伝
」
で
の
そ
れ
は
「
三
丸
」
で
あ
る
。
丸
と
い
う
以
上
は
雀

 
の
卵
大
(
『
抱
鬼
子
』
内
篇
第
十
五
「
雑
応
」
)
で
も
な
け
れ
ば
、
「
桃

 
李
」
ほ
ど
の
大
き
さ
(
『
雲
笈
七
籔
』
七
一
「
太
山
張
和
煮
石
法
」
)
の

 
い
ず
れ
で
も
な
い
。

②
明
・
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
八
「
金
石
部
」
に
、
唐
・
孫
真
人
(
名
は

 
し
ば
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヰ
ミ
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
へ

 
思
遡
)
撰
の
『
千
金
翼
』
を
引
い
て
、
「
白
石
英
」
を
豆
ほ
ど
の
点
き

 
さ
に
砕
き
、
そ
れ
を
水
な
ど
で
服
用
す
る
と
あ
る
。

③
晋
・
葛
洪
は
、
『
抱
朴
子
』
巻
五
「
至
理
」
に
お
い
て
、
あ
り
ふ
れ
た

 
薬
 
 
ハ
小
之
薬
一
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
五
英
」

 
の
名
が
見
え
る
。
五
英
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
石
英
の
こ
と
で
あ
り
、
白
・

 
黄
・
赤
・
青
・
黒
の
五
種
類
が
あ
る
た
め
の
命
名
と
い
う
。
そ
し
て
、
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こ
の
よ
う
な
、
あ
り
ふ
れ
た
薬
に
も
、
邪
鬼
か
ら
身
を
守
る
効
果
が
あ

 
る
と
す
る
。

④
「
杜
子
春
伝
」
で
「
白
石
三
丸
」
を
喫
す
る
の
は
、
仙
薬
完
成
の
鍵
と

 
な
る
沈
黙
の
業
を
破
ろ
う
と
す
る
邪
鬼
に
よ
る
「
試
し
」
の
直
前
で
あ
っ

 
た
。

⑤
こ
の
邪
鬼
に
試
さ
れ
る
に
際
し
て
、
そ
の
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

 
老
人
に
よ
っ
て
服
用
さ
せ
ら
れ
た
の
が
「
白
石
三
丸
」
だ
っ
た
と
考
え

 
る
べ
き
で
あ
る
。

と
し
て
、

 
「
杜
子
忌
伝
」
の
作
者
が
念
頭
に
お
い
た
「
白
石
」
が
何
で
あ
っ
た
の

か
を
、
必
ず
し
も
特
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
虚
構
の
世
界
に
あ
っ

て
は
、
い
か
な
る
も
の
も
そ
の
存
在
が
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
作
者

の
想
像
の
赴
く
ま
ま
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
も
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
だ
か

ら
で
あ
る
。

 
け
れ
ど
も
、
虚
構
の
世
界
が
、
い
か
に
作
者
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
る
と

は
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
読
者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に

は
作
者
と
読
者
と
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
者
の
念
頭
に
置
い
た
「
白
石
」
な
る
も
の
が
、

た
と
え
筆
者
の
推
測
と
は
異
な
る
物
質
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
山
内
論
文

に
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
「
白
い
」
色
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
な
こ

と
、
そ
れ
が
不
変
の
鉱
物
と
考
え
ら
れ
た
「
金
」
へ
と
イ
メ
ー
ジ
が
連
な
っ

て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

「
白
石
」
の
効
能
と
し
て
は
、
「
身
体
を
壮
健
に
し
て
不
老
長
生
を
得
る
」

と
い
う
効
果
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
う
な
る
た
め
の
前
提
と
し
て
あ
る

(
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
)
鬼
魔
の
侵
害
を
退
け
る
効
果
に
、
よ
り
重
点

を
置
い
た
も
の
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

と
結
論
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二

 
「
杜
子
春
伝
」
の
作
者
が
、
こ
の
物
語
の
源
泉
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
 
勾

印
度
説
話
や
、
既
に
先
行
の
論
考
が
そ
の
類
話
と
し
て
名
を
挙
げ
る
、
 
 
 
臼

①
「
顧
元
績
」

②
「
瀟
洞
玄
」

③
「
葦
自
東
」

(
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
言
入
』
続
集
巻
四
「
財
誤
」
)

(『

ｾ
平
広
記
』
巻
四
四
、
出
『
河
東
記
』
)

(『

ｾ
平
広
記
』
巻
三
五
六
、
出
『
伝
奇
』
)

等
と
は
異
な
り
、
「
試
し
」
の
直
前
の
場
面
に
お
い
て
唯
一
、
白
石
三
丸
を

酒
と
共
に
服
用
す
る
場
面
を
入
れ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
伝
奇
の
重
要
な
要
素

で
あ
る
「
奇
を
出
す
」
事
を
狙
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
作
者
の
独
自

性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
言
え
る
。

 
し
か
し
、
そ
の
「
奇
を
出
す
」
為
に
用
い
た
白
石
三
丸
な
る
も
の
が
、

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
(
中
)

「
白
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」
考
ー



「
論
考
2
」
で
結
論
づ
け
た
よ
う
に
、
「
作
者
と
同
程
度
の
教
養
と
知
的
水
準

を
有
し
た
 
 
恐
ら
く
は
当
時
に
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
 
 
読
者
た
ち
」
の

み
を
本
当
に
対
象
に
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
て
良
い
か
と
言
う
点
を
も
う
一

度
捉
え
直
す
必
要
を
感
ず
る
。
「
再
考
」
執
筆
の
大
き
な
動
機
の
一
つ
は
、

実
は
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
以
上
梗
概
を
記
し
た
「
論
考
2
」
は
、
現
時
点
か
ら
見
直
す
と
、
や
や
理

屈
に
傾
き
過
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
作
者
と
読
者
と
が
道
教

に
対
し
て
 
 
恐
ら
く
は
当
時
の
水
準
以
上
に
 
 
造
詣
が
深
か
っ
た
と
仮

定
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
当
時
の
道
教
に
対
す
る
知
識
人
の

水
準
を
ど
の
程
度
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

 
先
ず
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
彼
ら
唐
代
の
知
識
人
の
「
白
石
」

に
寄
せ
る
イ
メ
ー
ジ
の
水
準
で
あ
る
。

 
そ
れ
を
知
る
格
好
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
彼
ら
の
手
に
な
る
凡
そ
四

万
八
千
九
百
余
首
の
詩
を
収
め
る
『
全
唐
詩
』
九
百
巻
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
全
作
蚕
繭
、
「
白
石
」
の
語
を
用
い
る
作
品
は
一
四
〇
例
余
り
。
そ

の
大
半
は
、

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
南
山
峨
峨
白
石
燗

 
碧
海
之
波
浩
漫
漫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
か
や

南
山
 
峨
峨
と
し
て
 
白
石
 
燗
き

 
 
 
 
 
ひ
ろ

碧
海
の
波
 
趣
く
し
て
 
漫
々
た
り

 
(
孟
郊
「
出
門
行
」
二
首
其
二
。
巻
二
四
)

 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
荊
難
壁
石
出

天
寒
紅
三
塁

○
青
天
何
歴
歴

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
明
星
如
白
石

荊
難
(
楚
す
な
わ
ち
湖
北
省
を
中
心
と
す
る
地

方
の
渓
谷
)
白
石
を
出
し
、

天
寒
く
し
て
 
紅
葉
稀
な
り

 
(
直
隠
「
心
意
」
二
首
其
一
。
巻
一
二
八
)

青
天
 
何
ぞ
 
歴
歴
た
る

明
星
 
白
石
の
如
し

(
李
白
「
擬
古
」
十
二
首
其
一
。
巻
一
八
三
)

等
の
よ
う
に
、
碧
海
、
紅
葉
、
青
天
に
対
応
す
る
文
字
通
り
「
白
い
石
」
で

あ
る
。

 
こ
う
し
た
捉
え
方
で
白
石
を
詠
う
作
品
が
あ
る
一
方
で
、
先
に
引
用
し
た
 
8
3

茸
応
物
詩
と
同
様
、
こ
れ
を
「
煮
る
(
煮
て
食
べ
る
)
」
乃
至
は
、
そ
れ
を
 
口

煮
て
食
べ
た
事
で
名
を
知
ら
れ
る
「
白
石
先
生
」
を
詠
っ
た
一
群
の
作
品
が

あ
る
。

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
白
石
先
生
眉
無
量

 
当
分
合
扇
高
位
漿

 
衣
巾
半
染
煙
霞
気

 
語
笑
兼
和
薬
草
香

○
行
常
乗
青
竹

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
飢
即
煮
白
石

白
石
先
生
 
眉
髪
光
り

已
に
風
雪
を
分
か
ち
 
紅
漿
を
飲
む

衣
巾
 
半
ば
染
む
 
煙
霞
の
気

語
笑
 
兼
ね
て
和
す
 
薬
草
の
香

(
司
空
曙
「
唱
曲
山
人
之
衡
州
」
。
巻
二
九
二
)

行
く
に
は
 
常
に
青
竹
に
乗
じ

酔
う
れ
ば
 
即
ち
白
石
を
煮
る



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
令
狐
楚
「
句
」
。

 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
 
ホ
リ

○
白
石
先
生
小
有
態
 
 
白
石
先
生
 
小
有
洞

 
黄
芽
立
女
大
量
丹
 
 
副
芽
、
姥
女
、
大
還
丹

 
 
 
 
 
 
 
(
白
居
易
「
尋
王
道
士
薬
堂
因
有
題
贈
」
。

○
東
峯
有
老
人

 
眼
碧
頭
骨
奇

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
種
薙
煮
白
石

 
旨
趣
如
嬰
児

巻
雲
三
四
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巻
四
三
九
)

東
岸
に
老
人
有
り

眼
は
碧
に
し
て
 
頭
骨
は
奇
な
り

莚
を
種
ゑ
 
白
石
を
煮

旨
趣
 
嬰
児
の
如
し

 
(
心
休
「
古
意
」
九
首
其
九
。
巻
八
二
六
)

○
玉
響
時
同
等

 
芝
草
為
余
拾

○
武
帝
貴
長
生

 
延
年
餌
玉
章

と
あ
る
よ
う
に
、
「
玉
英
」

ぎ
ょ
く
え
い

玉
英
時
に
共
に
飯
し

芝
草
 
余
年
と
為
す

 
 
(
王
湾
「
奉
使
登
終
南
山
」
。
巻
＝
五
)

墨
筆
 
長
生
を
貴
び

 
 
 
 
 
 
じ

延
年
 
玉
器
を
餌
(
薬
な
ど
を
飲
む
意
)
す

 
 
 
(
徐
敵
「
賦
得
金
古
酒
」
。
巻
三
一
九
)

 
 
 
 
ぎ
ょ
く

す
な
わ
ち
、
玉
の
良
き
も
の
、

或
い
は
、

 
と
こ
ろ
が
、
白
石
の
具
体
的
な
内
容
 
 
例
え
ば
、
五
英
、
白
石
英
、
陽

起
石
等
々
 
 
を
示
し
た
詩
は
、
全
く
見
当
た
ら
な
い
。

 
右
に
引
用
し
た
詩
の
作
者
の
中
、
特
に
白
居
易
は
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ

れ
た
一
時
期
を
中
心
に
、
道
教
に
傾
斜
し
て
道
士
た
ち
と
交
流
を
持
っ
て
い

た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
難
解
を
以
て
知
ら
れ
る
漢
・
豊
里
陽
『
周

易
参
同
契
』
(
『
周
易
』
の
交
象
を
借
り
て
丹
薬
精
製
の
意
を
論
じ
た
書
)
を

読
み
、
自
身
丹
薬
製
造
を
試
み
た
が
、
失
敗
に
帰
し
た
と
い
う
か
ら
、
当
時

と
し
て
も
、
水
準
以
上
の
道
教
に
対
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
前
記
し
た
要
素
を
持
つ
白
石
英
を
詠
う
詩
が
あ
っ
て
も
良
い
の
だ

が
、
詠
う
こ
と
を
し
な
い
。

 
唐
詩
中
、
白
石
の
他
に
食
す
べ
き
鉱
物
質
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
は
、

○
大
貝
然
竹
根

 
中
婦
春
玉
屑

 
 
 
 
 
 
 
も

大
津
は
 
竹
根
を
然
(
燃
に
同
じ
)
や
し

 
 
 
 
 
 
 
つ

哲
婦
億
 
玉
屑
を
春
く

 
 
 
 
(
李
賀
「
題
趙
生
壁
」
。
七
三
九
二
)

と
あ
る
よ
う
に
、
「
玉
屑
」
す
な
わ
ち
、
玉
を
削
っ
た
も
の
。
そ
し
て
、

○
何
以
療
夜
飢

 
一
宇
雲
母
粉

○
欲
飲
尊
中
雲
母
漿

月
明
花
裏
合
笙
笈

 
 
 
 
 
 
 
 
い
や

何
を
以
て
 
夜
飢
を
療
さ
ん

一
真
の
 
雲
母
粉

 
 
 
(
白
居
易
「
宿
簡
密
書
」
。
巻
四
三
〇
)

尊
(
樽
。
酒
樽
)
中
の
雲
母
漿
を
飲
ま
ん
と
欲
す

れ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
こ
う

月
明
ら
か
に
 
花
裏
 
笙
簑
(
笙
の
笛
)
合
す

(79)

唐
代
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伝
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白
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(
曹
唐
「
小
遊
仙
詩
九
十
八
首
 
其
二
」
。
巻
六
四
一
)

と
あ
る
よ
う
に
「
雲
母
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
『
抱
池
子
』
(
「
至

理
」
、
「
仙
薬
」
等
)
で
は
、
石
英
よ
り
上
位
に
あ
る
薬
石
と
さ
れ
た
が
、
詩

中
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
削
っ
て
散
薬
と
す
る
か
、
薬
物
等
を
加
え
て
液
状

に
す
る
か
し
て
、
服
用
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
白
石
三
丸
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
ほ
ど
遠
い
と
言
っ
て
良
い
。

 
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
唐
代
知
識
人
一
般
の
「
白
石
」
に
対
す
る
標
準
的

イ
メ
ー
ジ
は
、
「
煮
白
石
」
乃
至
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
白
石
を
食
べ
た
と

伝
承
さ
れ
る
仙
人
、
白
石
先
生
の
範
囲
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 
こ
れ
は
、
後
の
明
代
に
「
杜
子
春
伝
」
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら
れ
た
白
話

小
説
「
杜
子
春
三
入
長
安
」
(
本
稿
注
3
参
照
)
の
中
で
、
作
者
が
子
春
の

口
を
借
り
て
白
石
を
、

子
春
暗
暗
想
道
、

味
尤
甘
美
。

這
硬
石
子
開
心
生
好
題
。
元
来
煮
熟
的
、
就
如
芋
頭
一
般
、

杜
子
春
心
に
思
う
よ
う
、
「
こ
の
堅
い
石
こ
ろ
は
何
で
美
味
か
ろ
う
。
元
々

は
茄
で
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
芋
の
よ
う
に
な
っ
て
、
味
も
ず
っ
と
良
く
な
る

と
言
う
の
に
。
」
と
。

と
説
明
し
て
い
る
事
か
ら
、
唐
代
の
み
な
ら
ず
、
明
代
に
至
っ
て
も
、
「
白

石
」
に
対
す
る
大
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

三

 
次
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
作
者
の
言
う
「
白
石
」
の
実

態
が
、
増
子
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
白
石
英
等
の
鉱
物
で
あ
っ
た
と
仮
定
し

た
場
合
 
 
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
定
と
し
て
で
は
あ
る
が
 
 
、
こ
の

白
石
三
丸
な
る
言
葉
を
敢
え
て
用
い
た
作
者
が
、
右
に
示
し
た
唐
代
の
知
識

人
一
般
と
、
道
教
に
関
す
る
知
識
に
ど
れ
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
か
と
い
 
0
一

う
点
で
あ
ろ
う
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田

 
唐
代
ま
で
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
道
教
文
献
の
主
要
な
も
の
に
目
を
通
す
と
、

白
石
の
記
述
が
比
較
的
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
白
石
英
」
の
記
述
は
思

い
の
外
、
少
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

 
例
え
ば
、
「
白
石
」
が
見
え
る
道
教
文
献
を
見
る
と
、

○
昔
白
石
子
者
以
石
爲
根
。
故
世
號
日
白
石
生
(
梁
・
陶
弘
景
『
真
詰
」

 
巻
五
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
四
例
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
よ
き
ゅ
う
ほ
う
え
ん

○
東
華
左
仙
割
白
石
生
。
張
叔
茂
(
梁
・
陶
光
景
選
、
唐
・
闘
丘
方
遠

 
校
定
『
洞
玄
霊
宝
真
霊
位
業
図
」
巻
一
〔
『
正
統
道
藏
」
洞
真
部
譜
鍮



 
類
所
収
〕
)

○
楚
人
。
九
疑
仙
侯
。
白
石
生
。
煮
此
方
者
。
東
華
左
仙
公
卿
(
北
周
・

 
 
 
 
う
ぶ
ん
よ
う

 
武
帝
(
宇
文
畠
)
編
『
無
上
秘
要
』
巻
八
四
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
四

 
例
〔
『
正
統
道
藏
』
太
平
部
所
収
〕
)

等
が
あ
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、

「
白
石
英
」
は
『
無
上
秘
要
』
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
れ
い
が
く

○
白
石
英
精
白
無
有
砺
碍
(
研
ぎ
磨
く
)
者
五
枚
(
巻
八
七
)

○
用
白
石
英
五
爾
。
填
釜
底
一
両
。
輯
一
投
(
巻
八
七
)

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

 
こ
れ
を
も
う
少
し
時
代
を
下
げ
、
北
宋
に
成
っ
た
『
雲
笈
七
籔
』
を
見
る

と
、
先
に
示
し
た
山
内
論
文
の
引
く
巻
七
一
を
は
じ
め
、
薬
材
と
し
て
の
白

石
英
に
関
す
る
記
述
が
十
一
例
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
、
白
石
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
「
白
石
」
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
れ
に
比
べ

て
数
例
に
過
ぎ
な
い
。
同
書
が
、
北
宋
・
真
宗
の
頃
に
張
舌
房
等
に
よ
っ
て

選
せ
ら
れ
た
道
藏
『
大
正
天
宮
宝
蔵
』
の
精
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
北
宋
ま
で
の
時
代
の
、
道

教
に
一
定
以
上
の
知
識
を
有
す
る
人
で
あ
れ
ば
、
共
通
理
解
し
て
い
た
事
柄

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
可
能
性
は
認
め
つ
つ
も
、
唐
よ
り
後
世
に
成
っ
た

『
雲
笈
七
籔
』
一
書
の
み
を
以
て
、
唐
人
の
白
石
英
に
対
す
る
知
識
の
概
ね

を
詮
索
す
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
あ
る
種
の
困
難
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
し
か
も
、
仮
に
「
杜
豊
春
伝
」
の
作
者
だ
け
が
突
出
し
て
道
教
の
知
識

を
持
ち
、
今
日
の
我
々
が
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
道
教
の
諸
文
献
に
広
く
通

じ
、
或
い
は
ま
た
親
交
を
持
つ
道
士
た
ち
か
ら
道
教
上
の
秘
技
を
伝
授
さ
れ

た
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
、
道
教
全
盛
時
と
言
わ
れ
る
唐
代
に
あ
っ
て
も
、
そ

の
手
に
成
る
「
杜
子
春
伝
」
を
理
解
し
う
る
「
読
者
」
な
る
も
の
は
、
あ
ま

り
に
限
定
さ
れ
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

 
や
は
り
、
こ
の
場
合
に
共
通
理
解
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
考
え

る
べ
き
な
の
は
、
先
に
増
子
が
白
石
H
白
石
英
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
に
至
る

大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
た
、
『
抱
朴
子
』
と
言
う
書
物
で
あ
ろ
う
。

 
晋
.
 
葛
洪
の
手
に
成
る
こ
の
書
物
は
、
特
に
内
編
に
お
い
て
仙
人
・
仙
道

の
実
在
を
繰
り
返
し
説
い
た
書
物
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
、
後
に
説
か

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
道
教
教
義
の
要
点
の
殆
ど
が
既
に
見
出
さ
れ
る
と
言
わ
れ

翻
・ 

唐
人
の
同
書
の
受
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
彼
ら
の
詩
に
直
接
『
抱
踊
子
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
せ
ん

の
名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
撰
者
で
あ
る
葛
洪
(
字
は
稚
川
)
は
、

○
願
聞
素
女
事

 
去
采
山
花
叢

 
誘
営
為
弟
子

願
は
く
は
聞
か
ん
 
素
女
の
事

 
 
 
 
と

去
き
て
は
采
ら
ん
 
山
花
の
叢

我
を
誘
ひ
て
 
弟
子
と
為
し

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
(
中
)
1
「
白
石
三
丸
」
三
一

(81)



 
 
 
ヘ
 
 
へ

迫
遙
尋
葛
洪

○
濁
酒
尋
陶
令

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
丹
砂
訪
葛
洪

○
青
牛
遅
日
迎
粛
軍

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
丹
竈
開
学
共
稚
川

 
更
説
桃
源
更
深
処

 
異
花
塗
占
四
時
天

0
山
中
宰
相
陶
三
景

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
洞
裏
真
人
葛
稚
川

遙
遙
と
し
て
 
葛
洪
を
尋
ぬ

 
 
 
 
 
 
(
李
順
「
贈
蘇
明
府
」
。
巻
＝
二
二
)

濁
酒
 
陶
令
(
陶
淵
明
)
を
尋
ね

丹
砂
 
葛
洪
を
訪
ぬ

 
 
(
杜
甫
「
奉
寄
河
南
卑
サ
丈
人
」
。
巻
二
二
四
)

青
白
到
る
の
日
、
方
量
(
東
方
朔
)
を
迎
へ

丹
竈
(
還
幸
に
同
じ
)
開
く
の
時
、
稚
川
と
共
に
す

更
に
説
く
 
桃
源
更
に
深
き
処

異
花
 
長
く
畳
む
 
四
時
の
天

 
 
 
 
 
(
沈
伝
師
「
贈
毛
仙
翁
」
。
巻
四
六
六
)

山
中
宰
相
・
陶
弘
景
(
先
に
引
い
た
『
真
詰
』
の
撰
者
)

洞
裏
真
人
・
三
筆
川

 
 
 
 
 
 
(
謳
用
之
「
贈
索
処
士
」
。
文
七
六
四
)

等
と
数
多
く
の
人
々
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
も
、
葛
洪
そ
の
人
の
名
の

み
な
ら
ず
、
仙
道
を
追
求
し
た
姿
勢
が
彼
ら
唐
人
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

 
し
か
も
、
白
石
を
煮
て
食
べ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
白
石
先
生
が
登
場
す
る

『
神
仙
伝
』
の
撰
者
が
、
葛
洪
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
を
改
あ
て
想
起
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
『
神
仙
伝
』
が
、
仏
教
に
お
け
る
俗
講
・
変
事
と
同
様
に
、

唐
代
の
道
教
の
大
衆
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
の
説
に
従
う
な
ら
、
同
じ
撰

者
の
手
に
な
る
『
抱
朴
子
』
も
ま
た
、
唐
人
の
間
で
、
比
較
的
広
く
読
ま
れ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
 
語

 
以
上
、
唐
人
に
と
っ
て
の
「
白
石
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
再
検
討
し
た

が
、
や
は
り
彼
ら
の
大
多
数
に
と
っ
て
は
、
白
石
と
聞
い
て
第
一
に
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
後
の
人
々
と
同
様
、
『
神
仙
伝
』
所
載
の
白
石
を
煮
て
食
べ

た
こ
と
で
知
ら
れ
た
白
石
先
生
と
、
白
石
を
煮
て
食
べ
る
と
い
う
行
為
。
更

に
は
、
『
抱
朴
子
』
に
見
え
る
白
石
に
関
す
る
諸
知
識
と
言
っ
た
所
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
道
教
全
盛
期
の
唐
代
に
あ
っ
て
も
、
詩
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
伝
奇
に
お
い
て
も
大
方
の
理
解
が
不
可
能
な
用
語
を
用
い
る
と
い
う

の
は
、
「
実
事
」
を
求
め
る
こ
と
に
極
め
て
熱
心
で
あ
る
こ
の
国
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

 
た
と
え
読
者
と
し
て
、
一
定
以
上
の
道
教
的
知
識
を
有
す
る
人
を
想
定
し

た
と
し
て
も
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
、
い
わ
ば
牢
固
と
し
た
考
え
を
持
つ
彼

ら
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、
作
者
が
先
ず
第
一
に
考
え
た
の
は
、

全
く
人
々
の
予
想
も
つ
か
ぬ
事
を
言
い
立
て
る
事
よ
り
も
、
い
か
に
共
通
に

広
く
認
識
さ
れ
た
事
象
を
用
い
な
が
ら
も
、
彼
ら
に
「
奇
」
な
る
イ
メ
ー
ジ

を
抱
か
せ
る
か
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
煽
。

 
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
「
杜
子
春
伝
」
の
道
教
的
用
語
の
幾
つ
か
を
次

回
も
見
直
す
事
と
し
た
い
。

(82)



 
〔
注
〕

＊
1
 
本
書
の
刊
行
を
、
近
藤
春
男
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
(
明
治
書
院
、

 
 
一
九
八
五
年
)
で
は
、
昭
和
十
五
年
、
支
那
文
学
大
観
刊
行
会
刊
と
し
、

 
 
内
山
知
也
『
陪
唐
小
説
研
究
』
(
木
耳
杜
、
一
九
七
六
年
)
で
は
、
昭
和
五

 
 
年
、
北
聖
堂
刊
と
す
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
一
九
二
六
年
す
な
わ
ち
大

 
 
正
十
五
年
、
支
那
文
学
大
観
刊
行
会
刊
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
前
者
は

 
 
未
見
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
り
乃
至
は
後
印
本
、
後
者
は
改
装
本
で
あ

 
 
る
(
「
論
考
3
」
参
照
)
。

 
 
 
な
お
、
「
論
考
3
」
で
、
同
書
を
塩
谷
温
注
と
し
た
が
、
鈴
木
彦
次
郎

 
 
注
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
し
た
い
。

＊
2
 
実
に
迂
闊
な
こ
と
で
、
慨
泥
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
注
釈
書
に
つ

 
 
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
殆
ど
気
づ
か
ず
、
今
回
こ
の
論
文
を
書
く
に
際

 
 
し
て
入
手
。
改
あ
て
読
み
直
し
た
所
、
一
般
読
者
を
想
定
し
た
こ
の
本
の

 
 
性
格
上
、
詳
し
い
説
明
や
論
拠
が
十
分
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
大
半
で

 
 
 
 
 
は
 

 
 
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
増
子
が
あ
れ
こ
れ
考
え
て
き
た
こ
と
と
重
な
る
部

 
 
分
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
在
取
り
か
か
り
つ
つ
あ
る
「
杜
子
下
伝
」
に

 
 
関
す
る
自
身
の
一
連
の
論
考
を
見
直
す
作
業
に
、
是
非
と
も
反
映
し
た
い

 
 
と
考
え
て
い
る
。

 
 
(
注
)
特
に
前
回
の
拙
論
で
取
り
上
げ
た
「
縫
帳
」
と
「
緯
被
」
の
問
題

 
 
 
に
つ
い
て
、
前
者
に
作
る
『
太
平
広
記
』
の
記
述
を
「
誤
記
」
と
の
み

 
 
 
説
明
す
る
の
は
、
気
に
な
る
所
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
よ
う
に
断
じ

 
 
 
る
以
上
、
確
た
る
根
拠
が
何
れ
か
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
読
者

 
 
向
け
と
は
言
え
、
武
断
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

＊
3
 
「
杜
子
二
丈
」
に
取
材
し
た
明
代
の
白
話
小
説
「
杜
子
春
三
入
超
安
」

 
 
で
も
、
コ
ニ
個
白
石
子
」
、
つ
ま
り
コ
ニ
個
の
白
い
小
石
(
石
こ
ろ
)
」
と

 
 
す
る
(
前
書
文
選
『
膳
立
甘
言
』
巻
三
七
)
。
な
お
、
こ
の
作
品
に
示
さ

 
 
れ
た
見
解
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
後
に
詳
し
く
触

 
 
れ
る
。

＊
4
 
こ
の
う
ち
、
③
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
に

 
 
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
稿
「
論
考
2
」
(
呼
称
に
つ
い
て
は
、
本
稿
上
編
を

 
 
参
照
さ
れ
た
い
)
で
は
、
触
れ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
本
再
考
を
執
筆

 
 
し
た
目
的
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
前
稿
の
不
備
を
補
う
た
め
で
あ
る
。

＊
5
 
『
志
学
』
第
十
一
号
(
大
谷
女
子
大
学
、
一
九
八
○
年
)
所
収
。

＊
6
 
葛
兆
光
著
・
坂
出
祥
伸
監
訳
『
道
教
と
中
国
文
化
』
第
四
章
「
道
教
と

 
 
方
術
」
(
二
)
(
東
方
書
店
、
一
九
九
三
年
)
参
照
。
同
書
で
は
、
こ
う
し

 
 
た
鉱
物
性
の
物
質
の
服
用
の
要
因
を
、
「
日
常
の
直
観
的
な
感
覚
や
経
験

 
 
の
基
礎
に
も
と
づ
い
て
、
各
種
の
た
が
い
に
関
係
の
な
い
事
物
を
あ
る
種

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
の
感
覚
経
験
上
の
相
似
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
関
連
さ
せ
、
さ
ら
に
こ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
こ
と
か
ら
推
論
し
て
そ
れ
ら
の
間
に
相
関
性
、
感
応
性
が
あ
る
と
し
た
」

 
 
こ
と
に
あ
る
と
す
る
(
傍
点
は
同
書
に
よ
る
)
。

 
 
り
よ
く
せ
ん
せ
き

＊
7
 
緑
閃
石
。
角
閃
石
類
の
一
。
緑
色
半
透
明
で
ガ
ラ
ス
光
沢
が
あ
る
。

 
 
変
成
岩
中
に
産
し
、
緻
密
な
も
の
は
軟
玉
と
し
て
装
飾
用
。
陽
平
石
。
ア

 
 
ク
チ
ノ
閃
石
。
な
お
、
「
論
考
2
」
執
筆
後
に
出
版
さ
れ
た
、
比
較
的
多

 
 
く
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
道
教
辞
典
の
解
説
で
も
、
白
石
1
1
陽
起
石

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
ふ
 
ち
ん

 
 
と
し
て
い
る
(
胡
町
珠
長
編
『
中
華
道
教
大
辞
典
』
〔
中
国
社
会
科
学
出

 
版
社
、
一
九
九
五
年
)
。
ち
な
み
に
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
陽
葺
石
は
医
学

 
的
に
も
実
際
の
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

＊
8
 
本
「
再
考
」
を
考
え
る
上
で
、
再
度
読
み
直
し
た
『
抱
瓶
子
』
に
、

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
(
中
)
一
「
白
石
三
丸
」
三
一

(83)



 
「
釜
石
散
」
な
る
薬
の
名
が
見
え
、
こ
れ
を
白
い
石
こ
ろ
(
白
石
子
)
と

 
共
に
水
で
煮
立
て
る
と
石
が
柔
ら
か
く
な
り
、
芋
の
よ
う
に
な
り
、
穀
物

 
 
の
代
用
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
石
こ
ろ
は
必
ず
白
く
な
け
れ
ば
な
ら
な

 
 
い
と
す
る
。
こ
れ
も
、
こ
う
し
た
発
想
か
ら
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ん
し
ば
く

＊
9
 
『
下
翼
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
孫
思
屈
の
撰
と
し
て
は
、
宋
代

 
 
ま
で
『
千
金
翼
方
』
と
『
千
金
方
』
各
三
十
巻
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後

 
 
に
、
そ
の
撰
と
言
わ
れ
る
書
物
数
種
を
合
し
て
『
千
金
話
方
』
と
為
し
た
'

 
 
と
あ
る
(
巻
十
九
「
子
部
・
医
家
類
」
一
)
。
今
日
、
見
る
こ
と
の
で
き

 
 
る
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
『
千
金
底
方
』
の
系
統
で
あ
る
。

＊
1
0
 
本
田
済
訳
『
抱
缶
子
』
(
中
国
古
典
文
学
大
系
〔
8
〕
、
平
凡
社
、
一
九

 
 
六
九
年
)
に
よ
る
。
ま
た
、
孫
思
遡
撰
、
宋
・
高
保
衡
、
林
億
等
校
正

 
 
『
備
求
千
金
要
方
』
で
は
、
『
抱
朴
子
』
と
は
異
な
り
、
白
石
英
を
上
薬
に

 
 
位
置
づ
け
て
、
「
欲
葉
身
益
気
、
不
老
延
年
」
の
薬
効
が
あ
る
と
す
る

 
 
(
巻
一
「
留
用
薬
」
)
。

＊
1
1
 
そ
の
後
、
『
抱
老
子
』
を
再
度
読
み
直
し
て
み
る
と
、
葛
屋
が
あ
る
人

 
 
か
ら
「
山
川
廟
堂
の
百
鬼
」
を
避
け
る
法
を
問
わ
れ
た
の
に
対
し
、
様
々

 
 
な
対
処
法
を
述
べ
た
後
に
、
「
鶉
子
赤
石
丸
」
「
曾
青
夜
光
散
」
「
葱
(
葱
)

 
 
実
点
眼
丸
」
そ
し
て
、
「
白
石
英
尊
母
散
」
を
呑
む
と
、
(
本
来
見
る
こ
と

 
 
の
で
き
な
い
)
鬼
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
結
果
と
し
て
鬼
は
そ
の
薬

 
 
を
飲
ん
だ
人
を
恐
れ
て
退
散
す
る
と
答
え
て
い
る
(
巻
十
七
「
登
渉
」
)
。

 
 
 
こ
の
発
言
は
、
こ
れ
ら
の
薬
品
の
名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
赤
、
青
、
烏
つ
ま

 
 
り
黒
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
行
思
想
を
出
自
と
す
る
発
想
に
基
づ
く
こ

 
 
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
白
石
英
に
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
効
能
も
ま
た
、

 
 
「
白
石
三
丸
」
を
解
く
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
か
。

 
 
ち
な
み
に
、
同
書
の
巻
十
一
「
仙
薬
」
に
は
、
丹
砂
す
な
わ
ち
硫
化
水

 
銀
を
最
上
位
に
位
置
づ
け
た
後
、
様
々
な
仙
薬
に
序
列
を
つ
け
て
併
記
し

 
 
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
白
石
英
は
序
列
第
十
二
位
。
白
石
英
が
、
「
小
小

 
之
薬
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
『
中
華
道
教
大
辞
典
』

 
 
に
よ
れ
ば
、
白
石
英
は
「
水
精
」
と
呼
ば
れ
、
仙
薬
完
成
に
必
要
な
物
質

 
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

 
 
前
掲
の
金
文
京
『
中
国
小
説
選
』
で
も
、
こ
の
「
白
石
」
を
、
「
こ
の

 
白
石
は
白
石
英
の
こ
と
だ
ろ
う
。
『
本
草
綱
目
』
に
よ
る
と
石
英
を
酒
と

 
共
に
飲
む
と
心
を
静
め
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
」
と
解
説
す
る
。
こ
れ

 
 
は
、
あ
く
ま
で
も
実
際
上
の
「
医
学
的
」
効
能
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
ろ

 
 
う
。

＊
1
2
 
以
上
、
「
論
考
2
」
。

＊
1
3
 
『
全
唐
詩
』
は
、
同
一
作
者
の
同
一
作
品
を
別
の
所
に
収
録
す
る
ほ
か
、

 
同
一
作
品
を
複
数
の
作
者
の
作
品
と
し
て
載
せ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
何

 
 
れ
を
是
と
す
る
か
の
考
証
も
容
易
で
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
「
一
四

 
 
〇
首
余
り
」
と
曖
昧
な
表
現
を
と
ら
ざ
る
を
得
ぬ
所
以
で
あ
る
。

＊
1
4
 
そ
の
数
は
一
四
〇
土
中
一
九
例
で
あ
る
。
こ
の
他
、
仙
人
乃
至
は
仙
人

 
 
を
志
す
人
の
住
処
の
周
辺
な
ど
に
白
石
を
見
出
し
た
な
ど
と
詠
っ
た
例
も

 
 
何
首
か
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
白
石
を
煮
る
と
明
確
な
記
述
の
あ
っ
た

 
 
も
の
の
み
を
取
り
上
げ
た
。

＊
1
5
 
甜
雪
・
紅
色
は
伝
説
上
の
仙
薬
の
名
。
こ
れ
ら
の
語
句
の
意
味
は
主
と

 
 
し
て
鬼
胎
面
立
編
『
増
訂
注
釈
 
全
唐
詩
』
〔
文
化
美
術
出
版
社
、
二
〇

 
 
〇
一
年
〕
を
参
考
と
し
た
)
。

＊
1
6
 
余
談
で
あ
る
が
、
本
作
品
に
取
材
し
た
芥
川
龍
之
介
「
杜
子
春
」
で
も
、
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杜
子
春
に
沈
黙
の
業
を
課
す
る
鉄
黒
子
も
、
洛
陽
の
町
か
ら
修
行
の
場
で

 
 
あ
る
峨
眉
山
へ
向
か
う
に
際
し
、
青
竹
に
乗
じ
て
出
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

 
 
芥
川
「
杜
子
春
」
に
お
け
る
原
典
の
変
容
と
芥
川
の
漢
籍
に
対
す
る
造
詣

 
 
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
論
考
と
は
少
々
別
の
角
度
か
ら
後
日
改
め
て
考

 
 
え
た
い
。

＊
1
7
 
小
巨
細
は
仙
洞
。

＊
1
8
 
黄
芽
は
鉛
よ
り
抽
出
し
た
精
分
。
姥
女
は
水
銀
の
異
名
。
大
智
丹
は
仙

 
 
薬
の
名
称
。

＊
1
9
唯
一
見
つ
か
っ
た
「
五
英
」
と
言
う
用
例
(
張
濠
「
言
過
南
宮
聞
太
常

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
く

 
 
清
楽
」
)
は
、
そ
の
詩
題
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
帝
馨
の
作
っ
た
と
伝

 
 
承
さ
れ
る
楽
曲
の
名
称
で
あ
る
。

＊
2
0
 
白
居
易
の
道
教
に
対
す
る
傾
斜
を
論
じ
た
論
著
は
少
な
く
な
い
。
本
稿

 
 
で
は
、
蜂
屋
邦
夫
「
白
居
易
と
老
荘
思
想
1
一
併
せ
て
道
教
に
つ
い
て
」
、

 
 
宮
澤
正
順
「
白
居
易
の
三
教
に
対
す
る
態
度
」
(
共
に
白
居
易
研
究
講
座

 
 
第
一
巻
『
白
居
易
の
文
学
と
人
生
』
〔
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
〕
所
収
)
、

 
 
鐘
来
因
「
論
白
居
易
与
道
教
」
(
『
中
国
文
化
研
究
集
刊
』
第
五
輯
、
復
旦

 
 
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
を
参
考
と
し
た
。

 
 
 
特
に
鐘
動
因
「
論
白
居
易
与
道
教
」
は
、
白
居
易
を
儒
釈
(
仏
)
道
に

 
 
兼
通
し
た
人
で
あ
る
と
し
、
詳
細
に
こ
の
問
題
を
論
じ
、
極
め
て
参
考
と

 
 
な
る
。

 
 
 
な
お
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
弘
前
大
学
の
植
木
久
行
氏
か
ら
示
教
を
受

 
 
け
、
特
に
鐘
氏
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
複
印
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て

 
 
頂
い
た
。
こ
こ
に
特
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

＊
2
1
 
こ
れ
と
極
め
て
良
く
似
た
傾
向
を
示
し
た
の
は
、
峯
参
の
辺
塞
詩
で
あ

 
 
ろ
う
。
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
雰
参
は
節
度
使
の
幕
僚
と
し
て
、
二
度

 
 
に
渉
っ
て
西
域
に
赴
き
、
中
国
本
土
と
は
全
く
異
な
る
風
物
を
実
見
し
て

 
 
い
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
用
語
は
、
一
度
も

 
 
西
域
の
土
を
踏
ん
だ
こ
と
す
ら
な
い
詩
人
た
ち
の
辺
塞
詩
と
殆
ど
変
わ
る

 
 
所
が
な
く
、
今
日
的
角
度
か
ら
見
る
と
、
極
あ
て
手
垢
の
付
い
た
類
型
的

 
 
な
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
(
以
上
、
増
子
「
峯
参
詩
に
対
す
る
評
語
『
奇
』

 
 
を
め
ぐ
っ
て
」
〔
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
中
国
詩
文
研
究
会
、
一
九

 
 
八
七
年
〕
)
。
或
い
は
、
こ
う
し
た
詩
の
類
型
化
を
こ
こ
で
も
考
慮
す
る
必

 
 
要
が
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

＊
2
2
 
勿
論
、
こ
の
場
合
、
時
代
の
相
違
、
読
者
層
の
相
違
は
考
慮
さ
れ
て
し

 
 
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
「
杜
子
春
三
入
長
安
」
の
、
こ
う
し
た
説
明
的
な
口
吻
は
、
明
代
の
一

 
 
般
の
読
者
一
或
い
は
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
た
説
話
(
講
釈
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
 
ヘ
 
へ

 
 
の
聴
衆
一
た
ち
に
、
物
知
り
な
作
者
が
、
白
石
と
言
う
も
の
の
意
味
を

 
 
解
説
し
て
い
る
か
の
如
く
見
え
る
。
「
白
石
」
と
言
う
用
語
の
意
味
が
、

 
 
唐
代
ほ
ど
に
は
広
く
知
ら
れ
な
く
な
っ
た
為
か
。
待
考
。

＊
2
3
 
尾
崎
正
治
執
筆
「
道
教
経
典
」
(
福
井
康
順
ほ
か
『
道
教
』
巻
一
『
道

 
 
教
と
は
何
か
』
〔
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三
年
〕
所
収
)
。

＊
2
4
 
本
田
済
「
抱
朴
子
解
説
」
参
照
(
本
田
済
訳
注
『
抱
朴
子
』
内
編
、
平

 
 
凡
社
東
洋
文
庫
鵬
、
一
九
九
〇
年
)
。

＊
2
5
 
こ
の
他
、
『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
、
葛
洪
の
名
は
三
〇
例
見
出
さ
れ
る
。

＊
2
6
 
木
全
徳
雄
「
『
杜
子
巡
回
』
の
仏
教
的
・
道
教
的
背
景
」
(
『
加
賀
博
士

 
 
退
官
記
念
 
中
国
文
史
哲
学
論
集
』
〔
北
海
道
教
育
大
学
、
一
九
七
九
年
)
。

＊
2
7
 
唐
代
の
『
抱
面
子
』
の
読
者
の
広
さ
を
示
す
手
が
か
り
と
し
て
は
、
唐
・

三
代
伝
奇
「
杜
三
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
(
中
)
1
「
白
石
三
丸
」
六
一
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欧
陽
詞
ほ
か
奉
勅
撰
の
類
書
で
あ
る
『
芸
文
類
従
』
に
凡
そ
五
十
数
カ
所

 
 
に
そ
れ
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
我
が
国
に
も
早
く
も
宇
多
天

 
皇
朝
(
八
八
七
～
八
九
六
)
以
前
に
渡
来
し
て
い
る
こ
と
(
藤
原
佐
世

 
 
『
日
本
国
見
在
書
目
』
)
な
ど
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

＊
2
8
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
増
子
が
、
「
欧
陽
脩
の
文
学
論
に
お
け
る
『
理
』

 
 
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
二
集
、
中
国
詩
文
研
究
会
、
一
九

 
 
八
三
年
)
以
来
、
…
機
会
を
捉
え
て
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

＊
2
9
 
増
子
「
寄
参
詩
に
対
す
る
評
語
『
奇
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
本
稿
注
2
0
)

 
 
参
照
。
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